
21-4 京大本番レベル模試 生物 採点基準 

生物問題Ⅰ 

配点 25 点 

問１ １点×６＝６点 

問２ １点×２＝２点(３つ以上選んだ場合は０点) 

問３ １点×２＝２点(３つ以上選んだ場合は０点) 

問４ (1) １点  (2) ３点  (3) 完答 1 点  (4) 完答２点 

問５ (1) ６点  (2) 完答２点 

 

 

 

問４ (2) 「神経伝達物質 A の濃度が高くなるほど，収縮する筋細胞の数が増加する」の内容で３点。

部分点なし。 

問５ (1) 「改変リンガー液では筋細胞内よりも K+の濃度が高い」の内容で１点。 

「K+が筋細胞内に流入する」の内容で１点。 

「筋細胞内の電位が上昇している(脱分極が起こっている)」の内容で１点。 

「電位依存性 Ca2+チャネルが開いている」の内容で１点。 

「Ca2+を加えると，Ca2+が筋細胞内に流入して筋収縮が起こる」の内容で２点。 

 

 

  



21-4 京大本番レベル模試 生物 採点基準 

生物問題Ⅱ 

配点 25 点 

問１ １点×３＝３点 

問２ 完答２点 

問３ ６点 

問４ ６点 

問５ ８点 

 

 

 

問１ イ 「下降」は可。「減少」は不可。 

問３ 「孔辺細胞の細胞壁は気孔側よりも気孔の反対側が薄い」の内容で２点。「孔辺細胞の外側・内側」

「外側・内側の細胞壁」のような表現はいずれも不可(０点)。 

「吸水により膨圧が上昇する」の内容で２点。 

「気孔の反対側の細胞壁がよく伸びる」の内容で１点。 

「細胞が湾曲する」の内容で１点。 

問４ 「孔辺細胞には，フォトトロピンやカリウムチャネルは十分量存在している」の内容で４点。 

「(孔辺細胞には)プロトンポンプは不足している」の内容で２点。 

  



21-4 京大本番レベル模試 生物 採点基準 

生物問題Ⅲ 

問１ １点×５＝５点 

問２ ６点 

問３ (1) 完答３点  (2) ２点 

問４ １点×３＝３点 

問５ (1) 完答２点  (2) ４点 

 

 

 

問２ 「領域 J－G 間では逆位が生じている」の内容で１点。 

「(領域 J－G 間では)遺伝子の組換えが起こりにくい」の内容で１点。 

「(領域 J－G 間では)組換え価が低くなる」の内容で２点。 

「連鎖地図では実際の染色体上よりも距離が短く描かれる」の内容で２点。 

問３ (2) 「酵素 S の活性(反応速度)を高める変異」の内容で２点。 

問５ (2) 「超遺伝子の祖先的な配列と新たな超遺伝子の領域 B は染色体上の位置が異なる」の内容で

４点。 

  



21-4 京大本番レベル模試 生物 採点基準 

生物問題Ⅳ 

配点 25 点 

問１ ４点 

問２ (1) ２点  (2) ２点  (3) ２点  (4) 完答２点 

問３ (1)と(2)が両方できて完答３点 

問４ (1) 最大値と最大値を与える p1 の両方ができて完答１点 

      最小値と最小値を与える p1 の両方ができて完答１点 

   (2) ２点 

問５ (1) ２点  (2) ２点  (3) 完答２点 

 

 
 

問１ 「個体数が多くなると縄張り内に侵入する個体が増加する」の内容で１点。 

      「侵入個体を縄張りから追い払う」の内容で１点。 

      「縄張りを維持する労力が縄張りから得られる利益を上回る」の内容で２点。 

  

 
 


